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研
究
室
報
告

①
本
年
度
は
、
専
任
教
且
に
川
崎
信
定
教
授
を
迎
え
た
。
本
年
度
か

ら
、
「
チ
ベ
ッ
ト
文
献
識
銃
」
「
仏
教
学
斌
習
」
な
ど
を
担
当
さ
れ
た
。

②
平
成
九
年
十
二
月
十
八
日
、
金
岡
秀
友
名
誉
教
授
・
非
常
勤
識
師

が
本
年
庇
末
を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
本
学
を
去
ら
れ
る
に
際
し
、
先

生
の
お
別
れ
識
演
会
を
開
仙
し
た
。
金
岡
ゼ
ミ
出
身
の
校
友
の
方
々

や
、
大
学
院
生
と
学
部
生
多
数
の
聡
識
者
を
得
て
、
五
時
眼
目
の
授

業
時
間
を
利
附
し
た
鋼
減
会
は
盛
会
で
あ
っ
た
。
引
き
続
い
て
会
場

を
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
移
し
、
先
生
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
を
設
け
た
。

③
本
年
度
の
本
学
役
職
と
し
て
は
、
田
村
兇
祐
教
授
が
新
た
に
大
学

院
委
員
長
、
な
ら
び
に
評
議
員
・
理
事
に
就
任
し
、
森
章
司
教
授
は

評
議
貝
を
退
任
し
た
。

④
｜
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
本
格
化
に
よ
っ
て
、
本
年
度
よ
り
、
「
１
部
。

Ⅱ
部
相
互
乗
り
入
れ
制
」
や
ヨ
ー
ス
制
」
と
い
っ
た
新
た
な
施
策
が

い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
「
仏
教
と
社
会
」

な
ど
、
新
た
に
多
く
の
鋼
座
が
開
投
さ
れ
た
。
授
業
の
選
択
の
幅
が

広
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
評
価
は
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
。

⑤
平
成
九
年
十
月
四
日
、
五
日
の
両
日
、
本
学
に
お
い
て
「
仏
教
に
お

け
る
日
常
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
仏
教
学
会
学
術
大
会
を
開
催

し
た
。
多
く
の
参
加
者
を
得
、
各
部
会
と
も
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ

た
が
、
大
学
院
生
の
協
力
に
よ
り
迎
営
の
点
で
も
大
成
功
で
あ
っ
た
。

⑥
平
成
九
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
七
日
の
両
日
、
ゼ
ミ
活
性
化
対
頭

と
し
て
、
山
口
し
の
ぶ
（
二
十
日
）
、
鈴
木
晃
倍
（
二
十
七
日
）
の
両
氏

を
お
招
き
し
て
漸
波
会
を
開
悩
し
た
。
専
門
の
ネ
パ
ー
ル
の
宗
教
と

文
化
に
つ
い
て
の
山
口
氏
の
識
波
は
、
自
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
基
づ
き
、
ス
ラ
イ
ド
を
多
用
し
た
興
味
深
い
も
の
で
、
学
生
の
強

い
関
心
を
惹
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
｜
方
、
鈴
木
氏
の
識
演
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
処
理
に
関
す
る
も
の
で
、
広
い
応
用

範
囲
を
有
し
、
学
生
の
み
な
ら
ず
、
教
貝
の
間
で
も
好
評
で
あ
っ
た
。

⑦
平
成
九
年
五
月
十
八
円
、
本
年
度
も
ゼ
ミ
連
絡
会
議
の
活
眼
に
よ

り
、
新
人
生
歓
迎
球
技
大
会
を
艦
大
に
催
す
こ
と
が
で
き
た
。
学
科

教
日
に
加
え
て
、
教
務
課
職
員
の
方
々
の
参
加
も
得
ら
れ
、
楽
し
く

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

⑧
長
期
に
亙
っ
て
事
務
助
手
を
努
め
て
き
た
熊
崎
哲
也
氏
が
前
期
末

を
も
っ
て
退
職
し
た
た
め
、
後
期
よ
り
熊
崎
氏
に
代
わ
っ
て
笠
井
文

雄
氏
が
就
任
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
の
朝
霞
校
舎
で
の
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
教
育
補
助
日
）
は
、
引
き
続
き
、
大
学
院
後
期

課
程
の
岩
井
日
悟
君
（
前
期
ま
で
）
と
中
根
洋
雅
君
が
担
当
し
た
。

⑨
本
年
度
の
卒
強
提
出
者
は
、
１
部
が
四
八
名
、
二
部
が
三
九
名
で

あ
っ
た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
田
村
芳
朗
奨
学
基
金
受
賞
者
し
尚
橋
む
つ
き
（
Ｉ
部
）
。
肋
学

奨
学
基
金
受
賞
者
ｌ
越
後
克
美
（
Ｉ
部
）
、
栂
村
美
世
（
Ⅱ
部
）
。
校

友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
受
賞
者
ｌ
出
野
尚
紀
（
１
部
）
、
三
明
あ
づ

さ
（
Ⅱ
部
）
、
石
井
義
長
（
大
学
院
）
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菅
沼
晃

八
著
惑
Ｖ

『
維
犀
経
を
よ
む
上
』
（
伽
箸
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
平
成
九
年
四
月
一
日
、

Ａ
５
判
、
二
○
五
頁
）

『
維
摩
経
を
よ
む
下
』
（
単
著
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
平
成
九
年
十
月
一
日
、

Ａ
５
判
、
二
○
三
頁
〉

『
新
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
基
礎
下
」
（
単
著
、
平
河
出
版
社
、
平
成

九
年
十
二
月
二
○
日
、
四
六
判
、
四
八
七
頁
）

八
誼
文
Ｖ

「
鰯
二
格
の
愈
味
と
用
法
②
１
ｍ
産
・
颪
己
曾
冨
巨
冒
且
『
・
霞
『
鳥
：
国
，

富
『
昌
色
訳
注
（
３
）
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
錯
鰻
」
第
二
二
号
〈
「
東
洋

大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
○
梨
〉
、
平
成
九
年
三
月
三
十
日
、
Ａ
５

判
、
一
八
頁
）

「
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
の
弾
圧
と
煙
興
」
（
蝋
著
、
「
宝
祇
」
第
二
号
、
平
成

九
年
七
月
一
日
、
Ａ
５
判
、
九
頁
）

ハ
新
川
迎
叔
Ｖ

「
菖
三
盲
ゴ
ゴ
◎
富
」
「
十
大
弟
子
」
「
羅
什
」
他
（
皿
著
、
産
経
新
川
夕
刊
、

平
成
九
年
五
月
～
十
二
月
）

八
学
会
活
動
ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

平
成
九
年
度
業
鎮
（
平
成
九
年
一
月
～
十
二
月
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
馴
ノ
日
本
宗
教
学
会
評
議
員

学
界
に
お
け
る
研
究
発
表

「
共
生
の
原
理
と
し
て
の
布
施
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
四
十
八
回

学
術
大
会
、
平
成
九
年
六
月
二
十
一
日
、
大
谷
大
学
）

八
調
査
活
動
ｖ

「
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
仏
教
寺
院
の
現
状
、
お
よ
び
所
蔵
経
典

の
調
盃
」
（
東
洋
大
学
海
外
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
平
成
九
年
七
月
十

三
日
～
二
十
七
日
、
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
い
て
仏
教
寺
院

の
現
状
と
所
蔵
経
典
を
調
杢
）

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
原
理
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研
究
代
斐
者
）

「
仏
教
の
生
命
倒
班
」
（
平
成
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
班
に
よ
る
研

究
、
研
究
分
担
者
〈
研
究
代
衷
者
的
国
際
仏
教
大
学
院
大
学
、
今
西

頤
吉
ご

Ａ
教
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
“
イ
ン
ド
宗
教
史
（
朝
霞
、
Ⅱ
部
ノ
白
山
、
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
古
典
謝
読
①
（
朝
砿
、
Ｉ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
波
習
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
Ｉ
部
④
、
Ⅱ
部
②
ご

大
学
院
恥
印
度
哲
学
演
習
Ⅱ
。
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ｉ
（
前
期
）

印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ｉ
（
後
期
）

八
社
会
活
動
Ｖ

学
術
審
議
会
専
門
委
員
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田
村
晃
祐

八
著
書
Ｖ

『
自
然
法
爾
と
共
生
の
実
現
」
（
単
著
、
中
華
仏
学
研
究
所
（
台
北
）
、
平

成
九
年
七
月
十
九
日
、
Ａ
４
判
、
五
頁
）

八
論
文
Ｖ

「
股
澄
の
教
学
と
親
魁
の
思
想
」
（
皿
著
、
「
東
洋
学
論
遡
」
第
二
二
号

〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
○
典
〉
、
平
成
九
年
三
月
三
十
日
、

Ａ
５
判
、
二
一
瓦
）

「
文
化
国
家
の
理
想
」
（
蝋
著
、
「
と
み
の
お
が
わ
」
削
刊
号
、
平
成
九
年

八
月
二
十
七
日
、
Ａ
４
判
、
六
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
強

日
本
仏
教
学
会
理
躯
（
平
成
九
年
度
学
術
大
会
を
東
洋
大
学
に
お
い

て
開
仙
）
ノ
仏
教
思
想
学
会
理
事
／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
評
議
員

／
日
本
示
教
学
会
評
識
貝

八
調
査
活
動
Ｖ

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
原
理
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

度
文
部
省
科
学
研
究
蘭
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
拠
者
）

八
枚
向
活
動
Ｖ

灘
師
輔
Ｎ
Ｍ
Ｋ
ラ
ジ
オ
節
二
放
送
「
宗
教
の
時
川
」
（
平
成
九
年
測
月
～

十
二
月
、
第
一
一
・
節
二
佃
晒
、
）

主
催
妬
「
日
醐
鋼
義
」
（
月
一
回
）

学
内
担
当
科
目

学
部
“
日
本
仏
敦
史
（
白
山
、
Ⅱ
部
）

仏
教
学
波
習
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
Ｉ
部
⑤
、
Ⅱ
部
③
ご

仏
教
学
減
習
Ｉ
～
Ⅲ
②
（
白
山
、
Ⅱ
部
）

大
学
院
韓
仏
牧
学
特
諭
Ⅲ
（
前
期
）

仏
教
学
演
習
Ⅱ
。
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
仏
敬
学
研
究
指
導
Ｉ
（
後
期
）

学
外
担
当
科
目

日
本
思
想
史
特
殊
研
究
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）
／
日
本
思
想
研
究

指
導
（
同
）
／
日
本
思
想
史
特
殊
識
義
（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
）

八
社
会
活
動
Ｖ

財
団
法
人
型
徳
太
子
奉
識
会
監
事

謝
師
姉
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
）
／
聖
撞
太
子
奉
讃
会
／

東
方
学
院

難
波
「
躯
徳
太
子
の
法
華
経
解
釈
の
持
戒
」
（
平
成
九
年
四
月
十
四
側
、

国
立
博
物
館
〈
上
野
〉
）

鋼
演
「
選
択
集
に
つ
い
て
ｌ
法
然
悪
人
正
機
説
を
め
ぐ
っ
て
天
平
成
九

年
六
月
二
十
日
、
増
上
寺
）

鋤
浪
「
自
然
法
爾
と
共
生
の
実
現
」
（
平
成
九
年
七
月
十
九
日
、
中
華
仏

学
研
究
所
〈
台
北
〉
）

鋼
演
「
日
本
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
展
開
」
（
平
成
九
年
八
月
二
十
八

日
、
法
隆
寺
）

座
談
会
「
結
城
令
川
先
生
の
学
問
」
（
平
成
九
年
九
月
九
日
、
東
方
学
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「
冗
曲
困
冒
巨
己
且
一
所
説
の
皿
想
図
像
」
（
蝋
著
、
「
東
洋
学
識
叢
」
第
一
》

二
号
〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
○
集
〉
、
平
成
九
年
三
月
一
一
一

十
日
、
Ａ
５
判
、
二
二
頁
）

八
学
会
活
動
ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

印
度
学
仏
教
学
会
／
日
本
仏
教
学
会
／
密
教
図
像
学
会

学
会
に
お
け
る
研
究
発
我

「
観
仏
か
ら
造
仏
へ
」
（
日
本
仏
教
学
会
平
成
九
年
度
学
術
大
会
、
平
成

九
年
十
月
五
Ⅲ
、
東
洋
大
学
）

八
調
査
活
動
Ｖ

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
原
理
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
担
者
）

八
教
行
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

澗
水
乞

八
趨
文
Ｖ

会
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
巡
営
ｖ

大
学
院
委
且
長
／
学
校
法
人
東
洋
大
学
理
事
／
学
校
法
人
東
洋
大
学
評

鍛
且
／
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
迎
営
委
且
会
委
員
ノ
教
学
改
故
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
／
大
学
院
文
学
研
究
科
委
貝
会
委
員
／
東
洋
学

研
究
所
研
究
所
且

森
章
司

八
鎗
文
Ｖ

『
法
顕
伝
」
な
ど
イ
ン
ド
旅
行
記
に
見
ら
れ
る
部
派
と
戒
律
」
（
「
東
洋

学
論
叢
」
第
二
二
号
〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
○
集
〉
、
平

成
九
年
三
月
三
十
冊
、
Ａ
５
判
、
三
一
．
Ｈ
）

八
学
会
活
動
ｖ

所
風
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
蛎

八
調
査
活
動
ｖ

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
原
理
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

度
文
部
省
科
学
研
究
斑
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
拙
者
）

八
教
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
“
仏
教
学
概
鎧
（
朝
霞
、
Ｉ
部
／
白
山
、
Ⅱ
部
）

学
部
誌
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
溺
銃
①
。
②
（
棚
掴
、
Ｉ
部
）

イ
ン
ド
文
化
篭
Ｉ
（
白
川
、
乗
入
れ
）

イ
ン
ド
哲
学
狡
智
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
Ｉ
部
③
、
Ⅱ
部
①
ご

イ
ン
ド
哲
学
滴
腎
Ｉ
～
Ⅲ
①
（
白
山
、
Ｈ
部
）

大
学
院
唖
仏
教
学
特
論
Ⅱ
・
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
川
）

印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
。
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
皿
営
ｖ

印
度
哲
学
科
節
Ｉ
部
主
任
／
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
主
任
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川
崎
信
定

八
軒
評
Ｖ

『
釈
尊
の
お
し
え
』
（
単
著
、
中
山
智
房
仏
瞥
林
、
平
成
九
年
六
月
九
日
、

Ｂ
６
判
、
一
二
四
口
）

八
鎗
文
Ｖ

「
『
冒
因
巨
呂
ご
険
一
。
◎
口
８
頁
。
｛
：
○
ヨ
ョ
ｍ
ｎ
－
の
三
国
の
ご
ｍ
Ｉ

要
い
一
．
ョ
。
［
一
三
の
の
ロ
『
ぐ
ぃ
ヨ
色
⑫
Ｅ
Ｓ
四
目
旨
⑫
一
目
言
、
：
、
の
」

（
単
著
、
「
哲
学
・
思
想
議
築
」
〈
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
〉
第
二

二
号
、
平
成
九
年
一
一
一
月
二
十
八
日
、
Ｂ
５
判
、
一
八
頁
）

。
切
智
研
究
の
め
ざ
す
も
の
」
（
単
著
、
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
第
六
一

号
、
平
成
九
年
一
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、
一
九
頁
）

八
研
究
報
告
ｖ

ア
ピ
ダ
ル
マ
低
学
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
学
斌
習
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
Ｉ
部
③
、
Ⅱ
部
①
ご

仏
教
と
社
会
（
白
山
、
乗
入
れ
）

大
学
院
酌
仏
教
学
祇
習
Ⅳ
（
前
期
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
。
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期
）

八
社
会
活
動
Ｖ

鋼
演
「
仏
教
と
科
学
」
（
大
倉
山
輔
神
文
化
研
究
所
月
例
鋼
話
会
、
平
成

九
年
五
月
十
七
日
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
迎
営
Ｖ

学
校
法
人
東
洋
大
学
評
識
貝
／
印
度
哲
学
科
第
Ⅱ
部
主
任

「
来
洋
の
自
然
観
と
生
命
観
ｌ
仏
教
を
中
心
と
し
て
」
（
共
著
、
筑
波
大

学
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
杏
、
平
成
九

年
三
月
三
十
一
日
、
筑
波
大
学
禰
学
・
思
想
学
系
、
Ａ
４
判
、
八
七
頁
）

八
学
会
活
動
ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
西
蔵
学
会
委
ロ
ノ
財
団
法
人
火
力
学
会
課
鍋
、
／
仏
教
思
想
学

会
評
議
員
／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
／
日
本
宗
教
学
会
／
比
較
思
想

学
会
／
日
本
倫
理
学
会
／
日
本
思
想
史
学
会
／
人
体
科
学
会
／
国
際

仏
教
学
会

八
調
査
活
動
Ｖ

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
原
剛
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
担
者
）

八
教
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
基
不
敬
学
概
鎗
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
思
想
論
Ⅱ
（
白
山
、
乗
入
れ
）

チ
ベ
ッ
ト
文
献
調
誌
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
学
柧
習
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
Ｉ
部
⑥
、
Ⅱ
部
④
ご

大
学
院
碑
仏
教
学
演
習
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
）

仏
牧
学
特
殊
研
究
ｌ
・
仏
教
学
研
究
指
翻
Ⅲ
（
後
期
）

学
外
担
当
科
目

比
校
宗
教
鎗
（
東
京
成
徳
大
学
）
ノ
イ
ン
ド
の
思
想
（
放
送
大
学
）

／
川
本
の
猪
棚
ｌ
文
化
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
抵
当
「
Ⅱ
本
人
の
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橋
士
諒
森
元

八
識
文
Ｖ

「
カ
ピ
ー
ル
の
言
語
観
と
生
死
皿
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
證
製
」
節
二
二
号

〈
「
東
洋
大
堂
文
挙
諒
印
起
饗
」
第
五
○
梨
〉
、
平
成
九
年
三
月
三
十
日
、

Ａ
５
判
、
一
九
頁
）

「
イ
ン
ド
宗
鉛
治
痙
統
に
み
る
シ
ャ
ク
テ
ィ
の
概
念
」
（
単
著
、
「
豊
山
学

報
」
節
四
○
号
、
巫
成
九
年
三
周
十
五
日
、
Ａ
５
判
、
二
一
頁
）

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
家
庭
」
（
単
著
、
「
平
和
と
宗
教
」
節
一
六

号
、
巫
成
九
錘
十
一
月
二
十
五
日
、
Ａ
５
判
、
一
一
頁
）

八
学
芸
活
動
ｖ

所
属
筆
ふ
き
な
ら
び
に
役
職

日
杢
關
ア
ジ
ア
学
会
編
梨
委
員
ノ
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
ノ
日
本
宗

教
堂
会
ノ
日
本
仏
教
筆
会

時
川
感
並
－
仏
教
的
時
Ⅲ
鏑
と
の
側
迦
に
お
い
て
」
）

Ａ
社
会
活
動
ｖ

財
団
法
人
東
洋
文
Ⅲ
「
東
洋
学
報
」
織
梨
委
員
ノ
財
団
法
人
東
方
研
究

会
評
鰻
貝
ノ
財
団
法
人
型
徳
太
子
泰
歌
会
評
鍛
貝
ノ
財
団
法
人
国
際

仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
評
錨
瓜

諭
祇
「
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
櫛
を
め
ぐ
っ
て
」
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
皿

文
化
灘
斌
会
、
平
成
九
年
五
月
十
八
日
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
迎
営
ｖ

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
委
風
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員

学
会
に
お
け
る
研
究
発
我

「
日
本
に
お
け
る
研
究
動
向
」
（
節
七
回
近
代
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ャ
諸
譜

初
期
文
学
研
究
世
界
大
会
、
平
成
九
年
八
月
六
日
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ァ

大
学
）

八
調
査
活
動
ｖ

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
原
理
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

庇
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
担
者
）

八
教
育
活
動
ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
鞆
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説
（
朝
匝
、
Ｉ
部
／
白
山
、
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
菰
習
②
（
朝
憧
、
Ｉ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
菰
習
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
Ｉ
部
⑤
、
Ⅱ
部
③
ご

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
諏
読
（
白
山
、
乗
入
れ
）

学
外
担
当
科
目

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
１
．
Ⅱ
、
イ
ン
ド
言
語
文
化
研
究
Ｉ
。
Ⅱ
（
大
正
大

学
）
ノ
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅲ
。
Ⅳ
（
同
）

八
社
会
活
動
ｖ

撫
師
』
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
研
究
所

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
迎
営
Ｖ

文
学
部
朝
冠
主
任
ノ
文
学
部
自
己
点
検
・
自
己
評
価
委
貝
ノ
東
洋
学
研

究
所
研
究
所
員

遮
辺
章
悟
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八
普
香
Ｖ

「
大
乗
経
典
解
挽
肌
典
』
（
輯
粁
、
北
辰
蝋
、
平
成
九
年
五
月
十
二
Ⅱ
、

Ａ
５
判
、
総
口
四
二
六
瓦
、
執
乖
五
二
口
）

八
論
文
Ｖ

「
シ
同
『
色
、
己
の
三
Ｃ
〔
ｓ
の
⑫
色
■
の
【
『
】
（
『
の
罠
。
（
ｓ
の
の
二
ｍ
已
騨
『
鱈
昌
一
屋
」

（
共
著
、
量
目
ｓ
隠
冒
島
『
冒
冒
旦
愚
宍
§
烏
鷺
巨
團
目
睦
冨
員

』
高
言
ご
言
「
冒
只
時
ｇ
⑮
ミ
ミ
。
⑫
ｇ
雪
貫
〆
巨
・
三
一
目
・
豈
患
『
・
『
、
二

四
税
×
一
五
・
九
糊
、
六
頁
）

「
般
若
波
紐
蜜
多
（
己
『
色
一
忌
日
『
四
目
菌
）
の
解
釈
」
（
「
来
洋
学
鎗
頭
」
第

二
二
号
〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
節
五
○
梨
〉
、
平
成
九
年
三
月

三
十
日
、
Ａ
５
判
、
二
二
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

川
本
印
度
学
仏
教
学
会
／
日
本
仏
教
学
会
／
Ⅲ
本
宗
教
学
会
／
仏
教

思
想
学
会
ノ
Ⅲ
本
西
戦
学
会

学
会
に
お
け
る
研
究
発
表

「
勺
『
＆
愚
息
『
色
冒
一
遍
の
四
つ
の
解
釈
」
（
日
本
印
度
学
佛
教
学
会
第
四

八
回
学
術
大
会
、
平
成
九
年
六
月
二
十
一
日
、
大
谷
大
学
）

「
実
践
道
と
し
て
の
三
智
」
（
仏
教
思
想
学
会
第
十
三
回
学
術
大
会
、
平

成
九
年
六
月
二
十
八
日
、
孤
児
大
学
）

八
調
査
活
動
ｖ

「
中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
仏
教
梵
語
写
本
の
研
究
」
（
平
成
九
年
度
文
部
省

科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研
究
代
表
者
）

伊
吹
敦

八
著
轡
Ｖ

『
新
仏
教
の
興
降
』
（
共
務
、
シ
リ
ー
ズ
・
火
ア
ジ
ア
仏
敬
３
、
拝
秋
社
、

平
成
九
年
五
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、
担
当
「
「
南
旅
抑
」
の
誕
生
」
一

九
頁
）

八
訳
書
Ｖ

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
原
剛
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

度
文
部
行
科
学
研
究
賀
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
柧
荷
）

八
教
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
曲
イ
ン
ド
哲
学
演
習
①
（
朝
霞
、
Ｉ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
Ｉ
部
⑥
、
Ⅱ
部
④
ご

仏
教
思
想
論
Ｉ
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
梵
婚
鋼
銃
（
白
山
、
乗
入
れ
）

一
般
教
養
酔
宗
教
学
Ｂ
（
釧
函
、
Ｉ
部
）

八
社
会
的
活
動
ｖ

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
研
究
室
研
究
員
（
英
訳
大
蔵
経
繕
集
担
当
）

／
財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
員

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
迎
営
活
動
Ｖ

図
脅
館
迎
営
委
ｕ
会
委
ロ
ノ
図
窃
館
規
則
検
討
委
口
会
委
、
ノ
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
姿
、
会
委
ロ
ノ
井
上
Ⅲ
了
鎚
念
学
術
セ
ン
タ
ー
研
究
皿

（
円
了
研
究
部
門
）
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
日

３０



『
中
国
禅
宗
史
』
（
単
択
、
山
掛
房
佛
香
林
、
平
成
九
年
一
月
十
五
日
、

Ａ
５
判
、
六
六
川
頁
）

八
鑑
文
ｖ

「
再
び
『
心
王
經
』
の
成
立
を
誼
ず
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
諭
避
」
第
二
二

号
〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
○
集
〉
、
平
成
八
年
三
月
三
十

日
、
Ａ
５
判
、
二
五
頁
）

「
股
澄
が
伝
え
た
初
期
卵
宗
文
献
に
つ
い
て
」
（
単
著
、
「
抑
文
化
研
究
所

紀
要
」
第
二
三
号
、
平
成
九
年
六
月
二
十
日
、
Ａ
５
判
、
七
五
頁
）

『
金
剛
鰯
解
義
』
の
諸
本
の
系
統
と
古
形
の
但
元
」
（
爪
務
、
「
ア
ジ
ア

の
文
化
と
思
想
」
第
六
号
、
平
成
九
年
十
二
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、

’
五
四
頁
）

八
轡
評
Ｖ

「
仏
爲
心
王
菩
繭
睨
頭
陀
趣
」
（
単
著
、
「
方
広
鍋
主
輻
《
蔵
外
佛
教
文

献
》
第
一
側
」
典
胆
餅
評
之
二
、
「
抑
文
化
研
究
所
紀
饗
」
節
二
一
二
号
、

平
成
九
年
六
月
二
十
日
、
Ａ
５
判
、
一
一
三
画
）

「
菅
野
博
史
薪
『
法
韮
経
の
出
現
ｌ
蘇
る
仏
教
の
根
本
思
想
芒
（
単
著
、

「
東
方
」
〈
東
方
学
院
〉
第
一
三
号
、
平
成
九
年
十
一
一
月
三
十
一
日
、

Ａ
５
判
、
二
頁
）

八
学
会
活
動
ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

川
本
印
度
学
仏
教
学
会
／
川
本
仏
教
学
会
／
Ⅲ
岡
法
人
束
方
学
会
／

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会

学
会
に
お
け
る
研
究
発
表

「
敦
煙
本
《
埋
繩
》
是
否
爲
仰
授
本
」
（
慾
能
興
微
南
文
化
研
討
合
、
平

成
九
年
一
月
四
Ｈ
、
マ
カ
オ
大
学
）

『
Ｗ
渓
大
師
伝
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
平

成
九
年
度
学
術
大
会
、
平
成
九
年
六
月
十
四
日
、
早
稲
田
大
学
）

「
敦
煙
文
書
に
よ
る
禅
研
究
の
現
状
と
課
題
」
（
財
団
法
人
東
方
学
会
第

四
七
回
全
国
会
員
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
敦
煙
・
吐
魯
番
Ⅲ
」
、
平
成

九
年
十
一
月
七
日
、
国
立
教
育
会
館
）

八
調
査
活
動
Ｖ

「
仏
教
を
中
心
と
し
た
〈
共
生
〉
の
脱
剛
の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
九
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
担
者
）

八
教
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
》
中
国
仏
教
史
（
朝
瞳
、
Ｉ
部
／
白
山
、
Ⅱ
部
）

柳
の
思
想
と
文
化
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
牧
学
柧
翻
（
白
山
、
乗
入
れ
〈
１
部
④
、
Ⅱ
部
②
ご

仏
教
学
波
習
Ｉ
～
Ⅲ
①
（
白
山
、
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
演
習
⑤
・
仏
教
学
演
習
⑤
（
白
山
Ⅱ
部
、
再
履
）

Ａ
社
会
活
動
ｖ

財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
艮

鋼
師
恥
朝
Ⅲ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
）

八
大
学
・
学
部
の
軒
理
・
迎
営
Ｖ

教
職
課
程
迎
営
委
員
会
委
員
／
文
学
部
入
試
小
委
員
会
委
員
ノ
文
学
部

情
報
機
器
関
係
小
委
員
会
委
員

3１



イ
ン
ド
哲
学
洩
習
①
朝
凪

①
テ
ー
マ
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
読
む
」

②
メ
ン
バ
ー
塩
川
和
生
（
幹
邪
）
、
二
年
生
八
名
、
四
年
生
二
名

③
活
動
報
告

こ
の
ゼ
ミ
の
目
的
は
、
大
別
し
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
の
謎
解
力
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
古
代
イ
ン
ド
の
伝

統
的
宗
教
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
実
際
に
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
中
で
も
、
股
も
よ
く
知
ら
れ
た
「
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
グ
ャ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
」
を
選
び
、
こ
れ
を
鑓
み
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
代
イ
ン
ド
の
哲
学
的
文
献
の
一
端
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
本

年
は
第
１
章
と
第
６
章
の
一
部
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

ゼ
ミ
の
進
め
方
と
し
て
は
、
参
加
荷
の
挑
解
力
の
向
上
と
い
う
実
践
的

意
味
を
持
た
せ
、
予
め
発
表
者
を
決
め
て
お
い
て
、
そ
の
担
当
者
が
毎
回

レ
ポ
ー
ト
を
拠
出
し
、
解
銃
・
発
淡
を
行
い
、
柧
当
救
几
が
そ
れ
に
つ
い

て
批
判
す
る
と
い
っ
た
形
式
を
と
っ
た
。
参
加
者
が
少
数
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
結
果
的
に
何
度
６
発
炎
す
る
槻
会
が
あ
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て

そ
れ
が
幸
い
し
、
語
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
面
も
あ
る
。
学
年
末
に
は

六
嗽
の
ま
と
め
を
行
っ
て
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
の
皿
解
に
努
め
た
。

な
お
、
夏
休
み
に
は
白
山
ゼ
ミ
と
合
同
で
稲
取
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
合

遮
辺
章
悟

平
成
九
年
度
演
習
ゼ
ミ
活
動
報
告

橋
本
嚢
元

イ
ン
ド
哲
学
演
習
②
朝
顕

①
テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
入
門
」

②
メ
ン
バ
ー
江
原
準
一
（
幹
事
）
他
、
二
年
生
六
名

③
活
動
報
儒

白
山
ゼ
ミ
へ
の
移
行
も
視
野
に
入
れ
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
パ
ク
テ
ィ

（
信
愛
、
冊
依
）
思
想
を
歴
史
上
初
め
て
明
示
し
た
両
ガ
ヴ
ァ
プ
ド
・
ギ

ー
タ
ー
』
の
鋼
魏
を
目
的
と
し
た
。
語
学
能
力
の
進
展
を
狙
っ
て
、
イ
ン

ド
人
学
習
者
川
に
藩
わ
さ
れ
た
便
利
な
流
布
本
を
使
用
し
、
普
名
な
和
択

を
参
照
し
つ
つ
、
あ
る
程
度
の
速
度
を
も
っ
て
読
み
進
め
よ
う
と
し
た

が
、
こ
の
目
的
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
著
名
な
和
訳
に
つ
い
て

い
る
解
説
の
部
分
を
分
担
し
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
て
概
説
を
す
る
と
い

う
発
表
の
方
法
を
と
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
、
あ
る
い

は
小
識
文
の
郷
き
方
な
ど
、
技
術
振
導
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
ゼ
ミ
に
は
、
総
合
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
学
生
も
お
り
、
自
由
研
究
を

行
い
、
バ
ク
テ
ィ
思
想
の
社
会
的
・
歴
史
的
行
飛
を
概
説
す
る
発
表
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
ゼ
ミ
・
テ
ー
マ
に
関
わ
る
自
由
研
究
の
続
行
を
期
待
し

た
が
、
低
調
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
演
轡
と
ゼ
ミ
の
両
立
が
困
簸
で
あ
っ

た
点
が
反
省
さ
れ
る
。

耐
を
行
っ
た
。
二
年
生
に
は
Ⅲ
音
「
オ
ー
ム
」
に
関
す
る
英
文
の
論
文
を

読
ん
で
も
ら
い
、
こ
れ
を
手
分
け
し
て
日
本
語
に
訳
す
と
い
う
課
題
を
だ

し
、
合
病
で
レ
ジ
ニ
メ
を
作
成
し
て
発
我
し
て
も
ら
っ
た
。
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滑
水
乞

イ
ン
ド
哲
学
波
習
白
山
〈
乗
り
入
れ
、
Ｉ
部
③
、
Ⅱ
部
①
）

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ｉ
～
Ⅲ
①
白
山
（
Ⅱ
部
）

①
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
美
学
と
芸
術
思
想
」

②
メ
ン
パ
ー
イ
ン
ド
哲
学
波
習
③
。
①
出
野
尚
紀
（
幹
耶
）
原
孝

史
（
剛
幹
耶
）
他
、
四
年
生
八
名
、
三
年
生
十
八
名
、
二
年
生
一
名
ノ
イ

ン
ド
哲
学
菰
習
Ｉ
～
Ⅲ
①
吉
田
珠
巫
（
幹
耶
）
酒
井
香
（
副
幹
蛎
）
他
、

四
年
生
十
六
名
、
三
年
生
八
名

③
活
動
報
告

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
イ
ン
ド
美
学
の
鍵
譜
で
あ
る
「
ラ
サ
」
の
意
味
概

念
を
解
説
し
、
「
ラ
サ
」
鏑
が
イ
ン
ド
諸
芸
術
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
随
翌
す
る
。
次
い
で
、
「
ラ
サ
」
論
が
具
現
さ
れ
る
芸
術
分
野
の
爽
例
を

ド
ラ
マ
に
求
め
、
ド
ラ
マ
の
脚
本
製
作
理
證
を
本
年
度
の
課
題
と
し
た
。

先
ず
、
カ
ー
リ
グ
ー
サ
の
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
』
の
日
本
語
訳
（
辻
訳
、

岩
波
文
皿
）
と
附
録
の
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
入
門
」
を
全
員
が
銃
了
し

て
お
く
こ
と
に
し
た
。
術
用
テ
キ
ス
ト
は
ヴ
ィ
シ
ニ
パ
ナ
ー
夕
の
『
サ
ヒ

テ
ィ
ャ
・
ダ
ル
パ
ナ
』
の
原
典
と
英
択
を
使
用
し
た
。
こ
の
弼
の
節
六
承

（
見
・
凹
詩
の
解
税
）
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の
柵
造
を
内
容
と
す
る

が
、
日
常
体
験
と
し
て
劇
作
を
意
識
し
て
い
な
い
と
意
味
づ
け
が
不
可
能

で
あ
り
、
結
果
的
に
理
解
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
討
證
が
展
開
せ
ず
、

こ
れ
を
あ
き
ら
め
て
、
蝋
蕊
形
式
に
切
り
替
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ

の
点
は
大
き
な
反
省
点
で
あ
る
。

菅
沼
晃

イ
ン
ド
哲
学
演
習
白
山
（
乗
り
入
れ
、
Ｉ
部
④
、
Ⅱ
部
②
）

①
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
思
想
の
人
Ⅲ
肌
」

②
メ
ン
バ
ー
竹
原
智
子
（
幹
邪
）
背
田
徹
（
副
幹
耶
）
他
、
三
年
生

十
五
名
、
二
年
生
五
名
、
大
学
院
五
名

③
活
動
報
告

１
、
こ
の
ゼ
ミ
の
目
的
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
イ

ン
ド
の
伝
統
的
な
方
法
で
学
び
、
し
、
イ
ン
ド
の
文
法
皿
念
を
理
解
さ

せ
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
思
考
方
法
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
解
読
し
得
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
用
い
て
、
イ
ン

ド
古
典
の
人
間
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
度
は
、

四
年
生
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
主
と
し
て
節
一
の
目
的
に
沿
っ
た
ゼ

ミ
活
動
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
体
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
に
大
学
院
生
に
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
入
っ
て
も
ら
い
、
イ
ン
ド
の

小
学
校
高
学
年
～
中
学
程
度
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
人
門
番
、
蟹
曰
呉
『
苞
’

ロ
国
会
息
の
識
読
を
中
心
に
し
て
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
学
習
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
そ
の
結
果
、
殆
ど

の
学
生
は
、
初
級
の
文
承
な
ら
、
現
代
語
限
無
し
で
も
解
離
で
き
る
ま
で

の
語
学
力
を
つ
け
た
と
確
侭
し
て
い
る
。

十
一
月
末
か
ら
、
卒
業
論
文
（
製
作
）
の
発
表
会
を
行
う
た
め
に
蹴
義

を
終
了
。
し
か
し
、
予
定
者
全
貝
の
発
汲
に
対
す
る
批
評
、
対
蜑
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
常
に
大
学
院
生
が
出
席
・
助
言
し
て
く
れ
た
。
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橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
波
習
白
山
（
乗
り
入
れ
、
１
部
⑤
、
Ⅱ
部
③
）

①
テ
ー
マ
「
中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
竹
田
長
野
（
幹
耶
）
他
、
四
年
生
十
九
名
、
三
年
生
十

一
名
、
二
年
生
五
名

③
活
動
報
告

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
パ
ク
テ
ィ
（
信
愛
、
帰
依
）
の
宗
教
思
想
の

研
究
を
目
的
と
し
た
。
年
度
初
め
に
、
新
人
ゼ
ミ
生
に
対
し
て
担
当
者
が
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
史
に
お
け
る
パ
ク
テ
ィ
思
想
の
概
説
を
、
併
せ
て
文

献
案
内
を
行
っ
た
。
本
年
度
か
ら
本
ゼ
ミ
も
１
．
Ⅱ
部
相
互
乗
り
入
れ
科

目
と
な
っ
た
た
め
、
袷
説
を
継
続
し
て
き
た
基
本
典
籍
の
コ
ー
ガ
ヴ
ァ

タ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
（
「
ラ
ー
サ
の
五
牢
」
）
の
読
解
作
業
の
進
度
を
１
．
Ⅱ
部

で
合
わ
せ
ざ
る
を
柵
な
く
な
っ
た
。
こ
の
謎
解
作
業
は
、
ゼ
ミ
生
各
人
に

一
個
づ
っ
配
当
し
仮
濡
し
て
も
ら
い
、
担
当
者
が
鋼
評
を
加
え
る
形
で
行

っ
て
き
て
い
る
が
、
ゼ
ミ
生
の
志
向
と
譜
学
能
力
に
差
異
が
多
く
、
分
担

者
が
偏
っ
て
し
ま
っ
た
。

２
、
八
月
一
日
（
金
）
～
三
日
（
日
）
、
山
中
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
、

担
当
者
が
脂
導
す
る
大
学
院
生
、
「
イ
ン
ド
思
想
研
究
会
」
と
合
同
合
宿
を

行
っ
た
。
大
学
院
生
、
研
究
会
会
員
と
と
も
に
、
霞
ョ
豐
圏
回
第
一
鮒
第

八
章
を
鋼
読
、
研
究
発
表
を
聴
灘
し
た
。

３
、
一
九
九
七
年
十
月
よ
り
、
一
日
、
三
年
生
の
た
め
に
卒
證
指
螂
。

４
、
本
年
度
ゼ
ミ
活
動
の
報
告
書
を
一
九
九
八
年
二
月
頃
、
作
成
予
定
。

波
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
演
習
白
山
（
乗
り
入
れ
、
Ｉ
部
⑥
、
Ⅱ
部
④
）

①
テ
ー
マ
「
智
慧
の
哲
学
」

②
メ
ン
バ
ー
阿
部
益
喜
啓
（
前
期
Ｉ
部
幹
馴
）
春
原
高
僧
（
前
期
Ⅱ

部
幹
耶
）
植
村
豪
（
後
期
幹
耶
）
、
四
年
生
十
二
名
、
三
年
生
三
名
、
二
年

生
二
名

③
活
動
報
告

本
年
は
初
期
大
乗
仏
教
の
代
表
的
経
典
で
あ
る
「
八
千
噸
般
若
経
」
を

テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
こ
れ
を
輪
読
形
式
で
謎
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
文
献
を

テ
ク
ス
ト
に
選
ん
だ
理
由
は
、
大
乗
経
典
の
中
で
も
正
規
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
に
近
い
表
現
形
式
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
謎

解
の
た
め
の
枯
好
の
資
料
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
複
数
の

漢
択
も
揃
っ
て
い
る
た
め
に
翻
択
法
に
対
す
る
訓
練
が
出
来
る
こ
と
な
ど

が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
パ
ク
テ
ィ
思
想
に
関
す
る
イ
ン
ド
人
研
究
者
の
英
文
萱
文

を
各
節
ご
と
に
分
担
し
、
レ
ジ
ニ
メ
を
作
成
し
発
汲
し
て
も
ら
う
方
法
を

と
っ
た
。
讃
文
の
批
判
的
魏
解
の
養
成
を
狙
っ
た
が
、
内
容
概
税
に
と
ど

ま
る
発
表
が
多
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

前
期
終
了
こ
ろ
よ
り
、
四
年
生
の
卒
論
の
中
川
発
我
を
開
始
し
た
。
相

互
乗
り
入
れ
科
目
と
な
っ
た
た
め
、
執
韮
者
の
数
が
多
く
な
り
、
ま
た
、

テ
ー
マ
決
定
の
時
期
の
迎
い
明
合
も
あ
り
、
執
乖
予
定
者
の
全
回
に
番
が

回
ら
な
か
っ
た
。
改
善
す
べ
き
点
で
あ
る
。
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森
軍
司

仏
教
学
波
習
白
山
（
乗
り
入
れ
、
－
部
③
、
Ⅱ
部
①
）

①
テ
ー
マ
「
原
始
仏
教
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
三
原
太
郎
（
前
期
Ｉ
部
幹
耶
）
岡
田
洋
Ⅲ
（
前
期
Ⅱ
部

幹
耶
）
南
隣
弘
（
後
期
幹
耶
）
他
、
四
年
生
十
八
名
、
三
年
生
十
名
、
二

年
生
八
名

③
活
動
報
告

木
年
度
は
、
学
生
か
ら
の
発
案
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
に
よ
っ

て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
下
記
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
耶
前
に
二
派
に
分
か
れ
る
よ
う
な
形
の
「
愈
見
緋
」
を
レ
フ
ェ

リ
ー
に
提
出
し
、
レ
フ
ェ
リ
ー
は
こ
れ
を
も
と
に
肘
鎚
資
料
を
作
成
し
、

二
派
が
互
い
に
向
き
合
う
形
で
議
證
し
あ
っ
て
、
こ
れ
を
三
、
四
回
繰
り

ゼ
ミ
の
進
め
方
は
、
毎
回
発
表
担
当
者
を
決
め
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

謎
解
の
レ
ポ
ー
ト
を
拠
出
・
解
脱
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し
て
担
当
教

員
及
び
ゼ
ミ
生
が
質
問
、
批
判
し
て
行
く
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。
経
典

の
田
頭
か
ら
謎
み
始
め
た
た
め
に
、
余
り
多
く
読
み
辺
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
内
容
の
把
握
と
い
う
面
で
問
題
が
残
っ
た
。
全
体
の
人

数
が
少
な
か
っ
た
た
め
か
、
ゼ
ミ
の
参
加
率
は
高
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

四
年
生
に
は
夏
休
み
以
後
、
卒
讃
の
中
川
報
告
と
股
終
報
告
を
し
て
も

ら
い
、
他
の
ゼ
ミ
生
の
質
問
に
答
え
る
と
い
う
訓
練
を
行
っ
た
。
な
お
、

夏
休
み
に
は
白
山
の
ゼ
ミ
と
朝
預
ゼ
ミ
と
で
稲
取
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お

い
て
合
同
の
合
宿
を
行
っ
た
。

返
し
、
股
後
に
レ
フ
ェ
リ
ー
が
「
裁
定
秘
」
を
報
告
し
て
終
了
す
る
と
い

う
形
式
を
取
っ
た
。

知
識
の
乏
し
い
学
生
の
こ
と
で
あ
る
し
、
経
験
も
乏
し
い
の
で
、
十
分
な

成
果
を
挙
げ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
指

導
し
て
い
る
私
が
思
い
つ
か
な
い
視
点
や
資
料
、
あ
る
い
は
愈
見
が
提
出

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
拝
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
そ
の
実
際
を

「
森
ゼ
ミ
紀
要
」
節
六
号
二
九
九
七
年
艇
）
に
祥
し
く
衝
い
た
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。
や
や
も
す
る
と
意
見
も
少
な
く
、
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
ゼ
ミ
が

活
性
化
し
、
教
員
の
出
番
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
と
が
有
り
難
い
。

年
川
の
活
動
概
要
は
次
の
皿
り
。
卒
諭
・
自
由
研
究
の
内
容
は
「
紀
要
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

４
月
原
始
仏
教
に
関
す
る
概
説
（
森
）

５
月
～
６
月
節
一
回
デ
ィ
ベ
ー
ト

テ
ー
マ
配
比
丘
は
在
家
信
者
に
樹
極
的
に
法
を
説
い
た
か
、
説
か
な
か

っ
た
か

レ
フ
ュ
リ
ー
ュ
ニ
明
あ
づ
さ
他
四
名

６
月
～
７
月
第
二
回
デ
ィ
ベ
ー
ト

テ
ー
マ
恥
釈
尊
に
教
祖
（
開
祖
）
愈
識
が
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か

レ
フ
ニ
リ
ー
ニ
ニ
原
太
郎
他
四
名

９
月
ｎ
日
～
晦
日
夏
休
み
合
宿
研
究
会
（
山
中
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）

四
年
生
は
、
卒
論
中
川
発
表
、
三
・
二
年
生
は
、
卒
酋
を
視
野
に
入
れ

た
自
由
研
究
発
表

せ
っ
か
く
三
日
間
を
と
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
研
究
発
表
会
に
し
た
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い
と
思
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ゥ
ス
の
受
入
・
退
出
時

間
が
ホ
テ
ル
並
の
た
め
に
、
突
衝
一
日
間
し
か
使
え
な
か
っ
た
。
机
当

部
局
に
改
善
を
申
し
込
ん
だ
が
、
人
日
不
足
で
、
早
期
の
改
善
は
錘
し
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
大
学
の
摘
泊
施
設
を
使
っ
て
の
研
究
合

宿
は
成
立
し
な
い
。
米
年
度
の
合
宿
場
所
を
今
か
ら
苦
睡
し
て
い
る
。

９
月
～
⑪
月
合
描
で
処
理
で
き
な
か
っ
た
四
年
生
の
卒
総
中
川
発
我
、

三
、
二
年
生
の
自
由
研
究
発
表

ｎ
月
～
⑫
月
節
三
回
デ
ィ
ベ
ー
ト

テ
ー
マ
》
比
丘
は
佃
伽
で
共
同
生
活
を
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
っ
た

か
、
独
り
山
の
な
か
で
修
業
す
る
の
が
班
想
で
あ
っ
た
か

レ
フ
ェ
リ
ー
＄
南
隆
弘
ほ
か
二
名

１
月
～
２
月
「
森
ゼ
ミ
紀
要
」
節
六
号
作
成

伊
吹
敦

仏
教
学
演
習
白
山
（
乗
り
入
れ
、
Ｉ
部
④
、
Ⅱ
部
②
）

仏
教
学
演
習
ｌ
～
Ⅲ
①
白
山
（
Ⅱ
部
）

①
テ
ー
マ
「
禅
思
想
史
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
仏
教
学
演
習
④
。
②
西
沢
秀
質
（
幹
邪
）
他
、
四
年

生
五
名
、
三
年
生
六
名
、
二
年
生
一
名
、
大
学
院
二
名
／
仏
教
学
演
習
Ｉ

～
Ⅲ
①
江
端
一
両
（
幹
邪
）
他
、
四
年
生
一
名
、
三
年
生
四
名

本
ゼ
ミ
は
、
中
国
仏
教
の
中
で
も
、
段
も
中
国
的
な
性
絡
を
多
分
に
持

つ
「
抑
」
を
中
心
に
、
そ
の
思
想
の
特
画
や
成
立
、
変
化
を
た
ど
っ
て
ゆ

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

昨
年
度
は
、
禅
の
形
成
過
程
と
直
接
に
関
わ
る
『
六
祖
壇
経
』
を
諸
本

を
比
較
し
つ
つ
銃
解
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
思
想
は
、
維
本
的
に
は
抑
の

形
成
期
に
特
有
の
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
今
日
、
普
通
に
「
禅
」
と
い
う

時
、
念
頭
に
浮
か
ぶ
も
の
と
の
間
に
か
な
り
の
懸
隔
が
あ
る
こ
と
は
否
定

し
雛
い
。
そ
こ
で
、
本
年
度
は
、
一
般
に
禅
の
典
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る

『
鵜
殿
録
』
を
テ
キ
ス
ト
に
選
び
、
昨
年
と
伺
撫
、
輪
晄
で
錐
み
進
め
た
。

『
碧
巌
録
』
は
、
『
無
門
閥
』
な
ど
と
と
も
に
股
も
有
名
な
「
公
案
集
」

の
一
つ
で
あ
り
、
古
米
、
禅
門
で
は
「
宗
門
銅
一
の
杵
」
と
し
て
尊
ば
れ

て
き
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
禅
が
基
本
的
に
は
末
代
に
確
立
さ
れ
た
公
案

禅
の
移
入
に
外
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
思
想
を
解

明
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
、
日
本
に
現
に
息
づ
い
て
い
る
禅
思
想
そ
の

も
の
の
理
解
と
血
緋
す
る
の
で
あ
る
。

『
碧
巌
録
』
を
扱
お
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
、
大
き
な

剛
山
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
今
Ｈ
、
従
来
か
ら
の
「
製
巌
録
」
理
解
に

亜
大
な
転
機
が
訪
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
テ
キ
ス
ト
に

は
岩
波
文
皿
本
を
川
い
た
が
、
こ
の
本
は
、
岐
新
の
中
国
語
学
の
成
果
を

取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
伝
統
的
解
釈
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
先
ず
は
原
文
の
怠
味
を
そ
の
ま
ま
捉
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
に
戯
か
れ

た
斬
新
で
画
期
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ

っ
て
、
旧
来
の
解
釈
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
『
碧
巌
録
』
の
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ッ
ド
な
面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
我
々

は
、
全
く
新
た
な
理
解
を
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
私
は
、
こ
の
機
会
に
学
生
猪
君
と
一
緒
に
こ
の
古
く

3６



て
新
し
い
古
典
を
も
う
一
度
読
み
直
し
て
見
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
鈍
み
始
め
た
『
碧
蝦
録
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
解

は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
に
は
既
に
評
き
下
し

や
択
雛
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
文
自
体
の
怠
味
は
ほ
と
ん
ど
正
硫
に

理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
問
魍
は
そ
の
思
想
内
容
で
あ
る
。
私
と
し
て

も
何
度
も
級
り
返
し
銃
ん
で
、
で
き
る
だ
け
正
当
な
解
釈
を
導
き
出
そ
う

と
し
た
が
、
必
ず
し
も
術
に
そ
れ
に
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
具
合
で
あ
っ
た
か
ら
、
始
め
て
こ
う
し
た
文
献
に
触
れ
る
学
生
猪
君

は
尚
更
で
あ
っ
た
に
迎
い
な
い
。
従
っ
て
、
各
人
の
発
表
の
際
に
も
、
前

後
で
辻
棲
の
合
わ
な
い
点
を
指
摘
さ
れ
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
の
も

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
意
で
き
る
結
鎗
に
到
り
得

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
最
も
大
切
な
の
は
、
先
ず
自
分
な
り
に
考
え
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
人
と
意
見
を
交
換
し
つ
つ
、
自
分
の
意
見
を
確
立
し
よ
う
と

努
力
す
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
逆
に
、
こ
う
し
た
建
解
な
テ
キ
ス
ト
は
、

そ
う
し
た
能
力
を
養
う
上
で
非
轍
に
効
果
的
で
あ
る
と
も
号
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
本
年
度
の
授
業
は
、
必
ず
し
も
成
功
で
あ
っ
た
と
は
曲
い
難

い
而
も
あ
る
が
、
上
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
来
年
度
以
降
も
少
な
く

と
も
衝
く
の
間
は
、
継
続
し
て
識
謎
し
て
ゆ
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
Ⅱ
部
の
ゼ
ミ
で
は
、
前
期
は
、
学
生
の
意
向
を
汲
ん
で
、
沢
応

の
「
不
動
智
興
抄
録
』
の
蹴
読
を
行
っ
た
。
『
不
動
智
輿
抄
録
』
を
例
と
し

て
、
テ
キ
ス
ト
の
挑
み
方
や
資
料
の
整
理
の
仕
方
な
ど
、
卒
論
の
指
導
も

行
っ
た
が
、
特
に
実
際
に
関
連
資
料
の
収
集
を
図
書
館
で
行
っ
た
授
業
な

田
村
晃
祐

仏
教
学
洩
習
白
山
（
乗
り
入
れ
、
Ｉ
部
⑤
、
Ⅱ
部
③
）

仏
教
学
演
習
Ｉ
～
Ⅲ
②
白
山
（
Ⅱ
部
）

①
テ
ー
マ
「
鎌
倉
仏
教
の
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
仏
教
学
演
習
⑤
。
③
朝
倉
俊
隆
（
幹
事
）
木
下
永
一

（
副
幹
馴
）
他
、
四
年
生
二
○
名
、
三
年
生
十
二
名
、
二
年
生
五
名
／
仏
教

学
演
習
Ｉ
～
Ⅲ
②
南
雲
啓
安
（
幹
邪
）
細
田
正
江
他
、
四
年
生
十
一
名
、

二
年
生
十
三
名

③
活
動
報
告

蝿
、
仏
教
の
綜
合
的
研
究
を
志
し
、
平
安
時
代
末
期
の
仏
教
思
想
か
ら

研
究
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
、
融
通
念
仏
米
良
忍
、
法
相
宗
良
劉
、
浄
土
旅

法
然
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
九
年
皮
は
、
そ
れ
を
受
け
て
栄

西
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
先
ず
栄
酉
の
低
記
に
つ
い
て
学
生
の
分

担
発
表
を
求
め
、
次
い
で
、
漢
文
の
白
文
に
自
分
で
返
り
点
・
送
り
仮
名

を
つ
け
さ
せ
、
語
釈
・
現
代
語
訳
・
引
用
簡
所
の
解
説
な
ど
を
記
し
て
全

員
に
コ
ピ
ー
を
配
布
さ
せ
、
発
表
さ
せ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
学
生
間
で
質

ど
は
、
あ
る
程
度
の
関
心
を
惹
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

ゼ
ミ
活
動
の
も
う
一
つ
の
住
で
あ
る
卒
論
指
導
に
つ
い
て
は
、
二
回
ほ

ど
授
業
中
に
研
究
成
果
を
発
表
し
て
も
ら
っ
た
が
、
班
本
的
に
は
個
別
指

導
で
対
応
し
た
。
授
業
内
で
の
卒
論
備
導
に
は
余
り
に
制
約
が
多
い
し
、

そ
の
た
め
に
『
騨
蝦
録
』
の
雄
解
が
進
ま
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
方
針
は
、
で
き
れ
ば
来
年
胆
以
降
も
駆
持
し
た
い
。

3７



川
崎
信
定

仏
教
学
浪
習
白
山
（
乗
り
入
れ
、
１
部
⑥
、
Ⅱ
部
④
）

①
テ
ー
マ
「
唯
識
思
想
の
蕪
礎
的
原
典
の
鋼
読
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
岡
本
大
二
郎
（
幹
邪
）
石
明
哩
子
（
副
鉾
邪
）
他
、
三

年
生
四
名
、
二
年
生
五
名
、
大
学
院
一
名

③
活
動
報
告

大
乗
仏
教
の
重
要
教
理
の
一
つ
で
あ
る
唯
識
思
想
の
基
礎
的
原
典
の
調

銃
を
通
じ
て
、
テ
キ
ス
ト
批
判
・
文
献
取
り
扱
い
の
錐
本
を
養
成
し
、
今

後
の
卒
證
研
究
の
溌
盤
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。
本
年

庇
は
『
唯
識
二
十
錨
」
を
取
り
上
げ
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
梵
文
テ

キ
ス
ト
、
お
よ
び
そ
の
後
の
補
訂
・
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
・
漢
訳
、
ま
た
邦
訳

錯
版
の
検
吋
と
思
想
内
容
の
分
枅
を
試
み
た
。
出
席
亜
視
・
輪
番
制
の
鋼

銃
担
当
を
参
加
学
生
の
全
員
に
課
し
、
ほ
ぼ
二
回
平
均
の
発
表
を
行
わ
せ

た
。
大
学
院
学
生
参
加
者
や
余
力
の
あ
る
学
生
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
人
力
に

よ
る
確
定
版
テ
キ
ス
ト
と
索
引
制
作
を
試
み
さ
せ
た
。
ゼ
ミ
合
宿
は
、
九

月
初
め
に
二
泊
三
日
の
日
程
で
五
日
市
背
年
の
家
で
「
『
チ
ベ
ッ
ト
の
死

者
の
香
』
を
め
ぐ
っ
て
」
の
テ
ー
マ
で
開
伽
し
、
活
発
な
討
識
と
検
討
が

四
年
生
に
は
、
別
に
卒
論
の
中
間
発
表
を
行
わ
せ
た
。

九
月
に
は
、
一
一
泊
三
日
で
飛
鳥
・
奈
良
方
面
へ
旅
行
し
、
興
棡
寺
・
故

山
神
社
・
法
隆
寺
（
若
草
伽
藍
跡
）
な
ど
を
訪
れ
た
。

疑
応
答
を
行
わ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
斗

想
に
つ
い
て
教
師
の
解
説
を
加
え
た
。

四
年
生
に
は
、
別
に
卒
論
の
中
間
己

九
月
に
は
、
一
一
泊
三
日
で
飛
鳥
・
《

必
要
に
応
じ
て
教
師
の
質
疑
を
行
い
、
特
に
背
殿
思
交
わ
さ
れ
、
親
睦
と
と
も
に
有
意
義
な
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

Ａ
Ｉ
部
Ｖ

靭
碩
開
蹴
科
目

イ
ン
ド
宗
教
史

菅
沼
晃

仏
教
学
概
論
（
仏
教
と
は
何
か
）

森
蹴
司

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
調
誌
①
。
②
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
譜
へ
の
誘
い
）

消
水
乞

イ
ン
ド
古
典
鋼
読
①

菅
沼
兄

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説
①

橋
本
泰
元

中
国
仏
敦
史

伊
吹
教

日
本
仏
敦
史

塵
恰
顕
厭

イ
ン
ド
哲
学
演
習
①
（
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
読
む
）
渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
演
習
②
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
人
門
）
橋
本
鰻
元

仏
教
学
斌
習
①

蓑
輪
顕
趾

仏
教
学
演
習
②
（
イ
ン
ド
伝
奇
文
学
「
腿
鬼
二
十
五
話
」
原
典
研
究
）

島
田
茂
樹

臼
山
側
鋼
科
目

イ
ン
ド
古
典
劇
誌
②

波
遜
郁
子

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
挽
②

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
油
習
Ｉ
③
。
Ⅱ
⑤
（
修
載
三
十
三
通
記
に
つ
い
て
）
（
河

平
成
九
年
度
開
餌
科
目
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八
相
互
乗
り
入
れ
科
目
ｖ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
（
１
部
③
、
Ⅱ
部
①
）
（
イ
ン
ド
美
学
と
芸
術
思
想
）

荊
水
乞

イ
ン
ド
哲
学
斌
習
（
Ｉ
部
④
、
Ⅱ
部
②
）
（
イ
ン
ド
思
想
の
人
Ⅲ
皿
）

菅
沼
児

八
Ⅱ
部
Ｖ

イ
ン
ド
宗
教
史

菅
沼
兜

仏
教
学
概
論
（
仏
教
と
は
何
か
）

森
蹴
司

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
識
銃

渡
邉
郁
子

イ
ン
ド
古
典
鋤
読

渡
遜
郁
子

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説

橋
本
潔
元

中
国
仏
敦
史

伊
吹
教

日
本
仏
教
史

田
村
晃
祐

イ
ン
ド
哲
学
汕
習
⑤
ノ
仏
教
学
菰
習
⑤
（
中
国
仏
教
研
究
）
（
再
脳
）

伊
吹
牧

イ
ン
ド
哲
学
菰
習
Ｉ
～
Ⅲ
①
（
イ
ン
ド
美
学
と
美
術
思
想
）
滴
水
乞

仏
教
学
菰
習
Ｉ
～
Ⅲ
①
（
中
国
仏
教
研
究
）
伊
吹
教

仏
教
学
演
習
Ｉ
～
Ⅲ
②

田
村
晃
祐

卒
業
識
文
（
製
作
）

凪
）

卒
業
論
文
（
製
作
）

中
山
清
田

イ
ン
ド
哲
学
菰
習
（
Ｉ
部
⑤
、
Ⅱ
部
③
）
（
中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研

究
）

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
菰
習
（
Ｉ
邸
⑥
、
Ⅱ
部
④
）
（
智
懸
の
哲
学
ｌ
般
若
・
中
観

研
究
）

渡
辺
乖
悟

仏
教
学
油
習
（
Ｉ
部
③
、
Ⅱ
部
①
）
（
倣
始
仏
教
研
究
）
森
章
司

仏
教
学
油
習
（
Ｉ
部
④
、
Ⅲ
部
②
）
（
中
岡
仏
紋
研
究
）
伊
吹
教

仏
教
学
波
習
（
Ｉ
部
⑤
、
Ⅱ
部
③
）
（
栄
西
「
興
禅
鍵
国
論
』

田
村
兜
祐

仏
教
学
油
習
（
Ｉ
部
⑥
、
Ⅱ
部
④
）

川
崎
信
定

パ
ー
リ
文
献
鋼
謎

石
上
和
敬

チ
ベ
ッ
ト
文
献
誤
読

川
崎
信
定

イ
ン
ド
文
化
識
Ｉ
（
イ
ン
ド
細
梼
画
を
中
心
に
）
淵
水
乞

イ
ン
ド
文
化
鐙
Ⅲ
（
イ
ン
ド
文
化
の
拡
が
り
と
周
縁
）
河
野
亮
仙

仏
教
梵
語
誹
魏
（
大
乗
仏
典
を
読
む
）

波
辺
章
悟

仏
教
漢
文
謝
魏

進
顧
英
幸

仏
教
思
想
鎧
Ｉ
（
中
観
思
剋
概
娩
）

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
篭
Ⅱ

川
崎
信
定

仏
教
思
想
論
Ⅲ

金
子
芳
夫

イ
ン
ド
現
代
思
想

宮
本
久
鍵

比
較
宗
教
学
（
東
西
に
お
け
る
心
身
鈴
）

司
馬
春
英

宗
教
学
概
諭

川
崎
信
定

外
国
語
文
献
獅
読
（
イ
ン
ド
学
仏
教
学
側
巡
英
文
溢
科
の
識
魏
）村
石
煙
照
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前
期印
度
哲
学
特
證
（
原
始
仏
教
と
浄
土
思
想
）
藤
田
宏
達

印
庇
哲
学
油
習
Ｉ
（
仏
本
行
梨
経
研
究
）
金
岡
秀
友

印
度
哲
学
菰
習
Ⅱ
・
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ｉ
（
の
。
巨
富
三
鳥
目
己
巨
】

鋤
魏
）

菅
沼
児

仏
教
学
特
論
Ⅱ
・
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
消
水
乞

仏
教
学
特
鎗
Ⅲ
（
親
鷺
教
学
の
研
究
）

田
村
兜
祐

仏
教
学
特
錨
Ⅳ

横
山
紘
一

仏
教
学
油
習
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
捕
導
Ⅲ
（
中
伽
思
想
脈
典
研
究
）川
崎
信
定

仏
教
学
菰
習
Ⅱ
。
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
今
摩
河
止
観
」
の
研
究
）

八
大
学
院
ｖ

イ
ン
ド
・
仏
教
図
像
学
（
密
教
図
像
文
献
鍬
銃
）

仏
教
と
社
会
（
宗
教
は
社
会
と
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
か
）

浄
土
教
の
思
想
と
文
化
（
十
住
昆
婆
沙
證
」
を
中
心
に
）

法
鵡
経
の
思
想
と
文
化

禅
の
思
想
と
文
化

華
厳
経
の
思
想
と
文
化

イ
ス
ラ
ム
教
概
脱

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
謝
読

ア
ピ
ダ
ル
マ
哲
学
（
阿
毘
述
晒
倶
企
感
皀
醜
義
）

バ
ラ
モ
ン
教
哲
学

島
田
茂
樹

森
率
司

本
多
傭
芳

小
松
邦
彰

伊
吹
敦

小
島
岱
山

有
見
次
郎

橋
本
泰
元

森
章
司

金
岡
秀
友

八
Ｉ
部
Ｖ

久
保
剛
志

小
林
夏
林

中
村
亮
介

平
成
九
年
度
卒
業
鎗
文

田
村
晃
祐

仏
教
学
油
習
Ⅳ
「
四
分
椰
行
耶
妙
」
の
研
究
森
乖
司

後
期印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ｉ
（
仏
本
行
梨
経
研
究
）
金
岡
秀
友

印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ｉ
（
イ
ン
ド
哲
学
・
仏

教
学
の
諮
問
皿
）

菅
沼
児

印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
。
印
度
衝
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
日
本
密
救
儀
礼
轡

の
研
究
）

消
水
乞

仏
教
学
特
殊
研
究
Ｉ
・
仏
敬
学
研
究
指
弊
Ⅲ
（
仏
教
と
他
派
と
の
思
想

交
流
）

川
崎
侭
定

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
仏
教
学
研
究
指
導
Ｉ
（
天
台
教
学
の
研
究
）

松
尾
祥
圏

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
．
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
抑
蔵
の
研
究
）

森
癒
司

中
證
の
二
諦
税
に
お
け
る
言
葉
と
騨
識
に
つ
い
て

イ
ン
ド
女
性
観
－
近
代
イ
ン
ド
思
想
の
視
点
よ
り

シ
ヤ
ン
カ
ラ
の
「
プ
ラ
フ
マ
ス
ー
ト
ラ
釈
識
」
に
お
け

る
最
高
我
と
個
我
の
関
係

逝
元
と
調
理
強

田
村
晃
祐
蛆



熊
谷
忠
仁
空
梅
の
三
教
指
柵
に
お
け
る
人
生
肌
に
つ
い
て

渋
谷
寛
一
日
迦
宗
に
お
け
る
信
仰
と
本
尊
に
つ
い
て

薗
田
泰
成
玄
美
三
蔵
求
法
の
決
愈
に
見
る
宗
教
的
人
側
形
成

坂
値
太
郎
頁
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
に
お
け
る
平
等
の
概

念

町
田
剛
臣
中
を
求
め
て
Ｉ
中
逝
思
想
へ
の
旅

朝
愈
俊
隆
辿
如
の
王
法
為
木
の
一
考
察

内
山
美
和
『
三
教
指
帰
』
に
お
け
る
空
海
仏
教
観
の
一
考
察

津
野
恵
美
子
「
遊
女
者
」
Ｉ
遊
女
の
概
念
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

の
遊
女

斎
蕊
久
美
子
プ
リ
ハ
ッ
ト
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
を
中
心
と
し
て
み
る
寺
院

の
愈
味
と
榊
成

本
多
優
太
浄
土
思
想
に
つ
い
て
の
起
源
考
－
伝
統
と
外
来
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

吉
田
繭
子
古
代
イ
ン
ド
医
学
に
お
け
る
季
節
と
飲
食
物

畑
中
亜
希
子
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
態
蛤

阿
井
あ
さ
ぎ
『
プ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
』
の
世
界
観

出
野
尚
紐
ス
リ
ラ
ン
カ
伝
承
の
仏
教
側
院
に
お
け
る
平
而
投
射

（
蝉
『
幽
ョ
色
〉
に
関
す
る
一
考
察
１
筥
凰
旨
圏
冨
嚴
愚

昌
国
富
『
ョ
息
勝
一
『
由
を
中
心
と
し
て

波
辺
悟
正
法
眼
蔵
『
洗
浄
』
の
巻
の
研
究

商
木
信
明
の
房
恐
閣
ョ
Ｅ
ｎ
８
百
と
側
迎
文
献
に
つ
い
て

佐
野
礼
子
原
始
仏
教
に
お
け
る
仏
弟
子
の
出
家
理
由

守
山
育
子
古
代
イ
ン
ド
の
地
歎
の
思
想

金
井
さ
や
か
私
の
中
の
乖
厳
経

長
谷
川
哲
述
如
が
理
想
と
し
た
念
仏
者
の
姿

日
野
宗
邦
『
教
行
信
証
八
信
巻
ｖ
』
に
み
る
親
鷺
の
他
力
信
心
－

三
心
一
心
問
答
を
中
心
に

森
内
千
絵
マ
ヌ
法
典
の
索
引

木
村
成
歳
廻
押
論
に
お
け
る
空
と
爽
在

安
倍
脚
行
宗
教
に
お
け
る
救
済
と
倫
理
－
『
往
生
要
築
」
と
『
抑

曲
』
の
彼
岸
世
界
に
見
る
此
岸
と
の
関
わ
り

高
橋
む
つ
き
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
光
明
に
つ
い
て

櫻
井
愛
子
一
角
仙
人
税
括
の
厘
開
に
つ
い
て

中
狭
亜
矢
ム
ガ
ー
ル
細
密
画
と
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
細
密
画
に
お
け
る

相
違
点
の
比
較

若
林
貴
成
『
百
喰
経
』
そ
の
成
立
と
翻
訳
の
意
義

花
井
英
光
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
関
す
る
調
査

相
田
浩
由
大
乗
仏
典
中
に
お
け
る
部
派
仏
教
の
特
定
に
側
す
る
研

究
』

阿
部
益
啓
啓
変
成
男
子
論
－
仏
教
の
女
性
肌
に
関
し
て

平
野
努
一
体
ｌ
狂
雲
築
か
ら
謎
み
取
れ
る
一
体
の
思
想

西
森
敦
史
空
海
に
お
け
る
即
身
成
仏
鵠

横
山
い
ず
み
日
本
人
の
仏
像
皿
－
薬
師
如
来
像
を
通
し
て

山
本
尚
志
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
見
ら
れ
る
空
海
の
『
心
経
』
皿
と

『
心
経
』
銃
猟
の
Ⅲ
嬰
性
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八
Ⅱ
部
ｖ

川
俣
壮
司

鳴
海
干
潮

高
尾
新
太
郎

南
璽
啓
安

西
田
満
弘

高
山
徹
也
一
週
の
名
号
観

保
木
桃
子
大
正
新
術
大
蔵
経
・
律
蔵
宝
寸
院
』
項
目
資
料
梨

鈴
木
綾
爵
垣
鼠
儲
冒
一
『
色
に
お
け
る
イ
ン
ド
菰
劇
の
概
式

（
百
三
｝
の
考
察

小
松
英
之
南
伝
仏
教
の
悠
行
近
体
系
に
お
け
る
解
脱
に
つ
い
て
の

考
察

大
島
明
子
イ
ン
ド
古
典
菰
劇
に
お
け
る
：
三
冒
冒
の
冨
砂
旨
の

実
例

大
熊
健
朗
井
間
俊
彦
の
禅
思
想

村
田
卓
也
イ
ン
ド
・
サ
ン
ダ
ル
族
の
ア
ー
ー
ミ
ズ
ム
ー
百
○
局
四
と

カ
ミ
ガ
ミ

越
後
克
美
『
ご
凶
ョ
：
画
冒
『
昔
色
』
ｕ
ボ
ー
皿
軍
「
ス
ヶ
ー
シ
ー
の

話
」
に
お
け
る
ダ
ル
マ
の
教
示

三
原
太
郎
イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
初
期
仏
教
の
思
想
的
立
場
に
つ

い
て
の
考
察

ク
デ
ィ
ミ
ャ
ー
マ
ラ
イ
刻
文
に
つ
い
て

華
厳
経
伝
記
の
研
究

立
正
佼
正
会
－
庭
野
日
敬
の
思
想
と
そ
の
教
義

唯
識
の
空
岨
に
つ
い
て

十
位
心
識
に
お
け
る
秘
密
荘
厳
住
心
の
位
皿
Ｉ
顕
教
に

対
す
る
真
言
密
教
の
考
察

香
取
祐
一
石
仏
墓
標
に
つ
い
て
の
考
察
Ｉ
江
戸
市
中
、
近
郊
を
中

心
に

有
ヶ
谷
尚
志
タ
ン
ト
ラ
的
思
想
と
実
践
－
そ
の
汎
イ
ン
ド
的
宗
教
思

想
の
概
容

遠
藤
和
呼
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
人
Ⅲ
肌
の
研
究
－
ア
ヒ
ン
サ
ー
思
想
を

中
心
に
し
て

布
施
晋
イ
ン
ド
に
つ
い
て
－
イ
ン
ド
旅
行
記
’

西
弘
司
中
国
浄
土
教
の
伝
播
と
受
容

飯
島
薫
智
光
の
浄
土
思
想
「
無
湿
野
径
趙
釈
」
に
お
け
る
往
生

の
受
容
の
方
法

堺
広
美
空
海
の
顕
密
差
別
－
『
井
頭
密
二
枚
論
』
よ
り

柳
下
瓢
代
子
『
古
典
ヨ
ー
ガ
』
に
お
け
る
一
考
察
ｌ
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト

ラ
』
に
み
る
修
行
方
法

稲
葉
獄
美
世
ク
リ
シ
ュ
ナ
ム
ル
テ
ィ
ー
身
体
か
ら
の
考
察

岩
淵
洋
日
迦
の
法
然
批
判
１
立
正
安
国
讃
を
中
心
に
し
て

小
脇
千
革
イ
ン
ド
古
典
音
楽
の
木
頭
－
イ
ン
ド
古
典
音
楽
と
イ
ン

ド
哲
学
に
お
け
る
ナ
ー
ダ

田
口
正
樹
靴
の
許
可
条
項
と
禁
止
条
項
の
比
絞

二
宮
摩
弥
絵
画
に
み
る
女
性
感
慨
の
表
出
１
８
ア
ヴ
ァ
ス
タ
ー
ナ

を
中
心
と
し
て

三
明
あ
づ
さ
鬼
資
料
梨
Ｉ
佛
教
経
典
に
登
場
す
る
鬼
に
つ
い
て
の
索

引
・
資
料
梨

長
谷
川
雅
也
寺
社
縁
起
概
論
Ｉ
唱
導
と
し
て
の
『
柵
風
明
神
縁
起
』
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石
塚
良
哉

小
板
橋
勇

伊
野
幸
子

東
海
林
直
樹

岡
村
有
里
子

栂
村
美
世

析
出
仙
雄

波
辺
繩
｜

大
友
一
太
郎

蘭
橘
紀
行

安
田
千
餌

青
木
尊
裕

吉
田
珠
里

早
川
智
児

岡
田
洋
Ⅲ

春
原
高
僧
初
期
唯
識
思
想
に
お
け
る
三
性
説
ｌ
「
解
深
密
経
』
か

ら
『
摂
大
乗
箔
』
へ

坂
本
佳
英
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
絵
画
に
お
け
る
感
性
と
宗
教
性

小
林
淳
一
『
出
家
と
そ
の
弟
子
」
に
対
す
る
哲
学
的
解
釈

佐
怒
賀
智
美
「
現
代
の
若
者
の
内
な
る
イ
ン
ド
」
－
刺
背
に
見
る
イ

ン
ド

石
塚
良
哉
イ
ン
ド
神
話
に
お
け
る
イ
ン
ド
人
の
死
生
皿

小
板
橋
勇
原
始
仏
教
の
信
仰
と
現
代
の
信
念

伊
野
幸
子
イ
ン
ド
占
星
術
と
結
婿
の
関
係
に
お
け
る
一
考
察

東
海
林
直
樹
屍
鬼
二
十
五
話
と
日
本
の
昔
話
と
の
比
較

イ
ン
ド
の
数
学
ｌ
不
定
方
程
式
の
解
法

沢
庵
抑
師
の
剣
柳
一
如
の
思
想
と
そ
の
今
日
的
愈
誕

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
ヴ
ニ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学

イ
ン
ド
獅
踊
に
お
け
る
地
母
神
侶
仰
に
つ
い
て

イ
ン
ド
古
典
音
楽
の
研
究

イ
ン
ド
更
紗
に
関
す
る
研
究

守
護
国
家
苫
と
そ
れ
に
お
け
る
仏
性
観
の
小
考

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
Ⅱ
プ
ロ
レ
ス
論
－
諭
錘
代
社
会
へ
の
警
節

流
と
仏
翫
題

菩
提
適
灯
造

二
十
八
宿
を
み
る

大
学
院
修
士
鎗
文

松
田
牧
之
因
。
二
三
８
『
風
箇
蔵
国
節
９
瀬
に
お
け
る
二
諦
説
の
研

究

細
田
正
人
ジ
ャ
ガ
ン
ナ
ー
タ
の
美
学

石
井
義
長
空
也
上
人
の
研
究
Ｉ
そ
の
行
業
と
思
想
に
つ
い
て

迎
匝
樹
初
期
禅
宗
思
想
史
の
研
究

金
松
蛾
行
Ｃ
富
『
ョ
鼻
『
『
一
一
と
そ
の
周
辺
に
於
け
る
正
し
い
認
識

の
在
り
方
に
つ
い
て
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東
洋
学
論
叢

（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
引
集
）

印
庇
哲
学
科
篇

秤“什拝一一一巫一｜什叩鋼鋼［非光品］
発
行
所
東
洋
大
学
文
学
部

東
京
部
文
京
区
白
山
五
丁
目
二
八
稀
二
○
号

電
話
印
度
哲
学
科
（
莞
翌
）
』
「
一
壱

印
刷
日
新
印
刷
抹
式
会
社

璽
尿
郁
文
京
区
大
塚
五
’
二
十
五
’
十
七

電
話
○
三
’
三
九
四
三
－
一
四
一
一
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